2025年9月　日
令和7年度　地域連携推進会議　見学記録

日時　：2025年9月10日（水）16:30～17:00
出席者：入所者1名、入所者家族1名、地域の関係者（高次脳機能障害友の会みずほ）1名
　　　　福祉に知見のある人（AJU自立の家）1名、施設長、課長、生活支援員1名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・居室について説明を行った。
　基本的には4人部屋となっている。設置物はベッド、床頭台、ロッカーのみ。
・生活実習室について説明を行った。
　単身生活のシミュレーションを行うために使用することがある。
・洗濯室について説明を行った。
・デイホールについて説明を行った。
　訓練で使用することと、食堂のような役割もある。
・ワークルーム1について説明を行った。
　創作系の訓練を実施する部屋である。
・医務室について説明を行った。
　医者は常駐していない。体調不良の相談などは可能である。
・浴室については介助浴で使用中であったため見学できず。資料を使用し説明を行った。

【質問1】
カーテン部屋とパーテーション部屋、どちらが割り当てられるかはどう決まるのか。
⇒スペースの関係上、パーテーション部屋になると車いすが停車できない。そのため車いすの方はカーテン部屋を案内することになる。それ以外の方はパーテーション部屋が空いていればそちらになる。

【質問2】
退所後にヘルパーなどを活用するケースもあると思われるが、ヘルパーを活用した単身生活の練習も可能か？
⇒職員をヘルパー役として設定して実施する場合もある。例えば買物は職員が行うなど。個々のケースの退所後の生活をイメージして実習を計画し訓練を行う。
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